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Ⅰ 調査概要 

１．調査目的 

町田市内に在住する外国人の方の生活する上でのニーズや支援する上での課題を把握するため。 

 

２．調査項目 

（１）生活について 

（２）町田国際交流センターについて 

（３）ご家族の内の外国人の方について 

（４）自由意見 

 

３．調査概要 

（１）調査地域  町田市内全域 

（２）調査対象  町田市内に在住する外国人籍を持つ方が１人以上いる世帯 

（３）対 象 数  3,805  

（４）抽出方法  住民基本台帳から対象の全世帯を抽出（2015年11月１日時点） 

（５）調査方法  郵送配布・郵送回収 

（６）調査期間  2015年11月27日～12月８日（※11月１日時点での状況を質問した） 

（７）調 査 票  日本語、英語、中国語、韓国・朝鮮語の４ヵ国語のものを送付 

 

４．回収結果 

対象数 有効回収数 有効回収率 

3,805 602 15.8％ 

【有効回収数の内訳】 

調 査 票 有効回収数 構 成 比 

日本語 279 46.3％ 

英 語 151 25.1％ 

中国語 133 22.1％ 

韓国・朝鮮語  39  6.5％ 

 

５．報告書の見方 

（１）比率はすべて百分比で表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出した。このために、百分

比の合計が100.0％にならないことがある。 

（２）基数となるべき実数はｎとして掲載した。その比率は件数を100.0％として算出した。 

（３）１人の回答者が複数回答で行う設問では、その比率の合計が100.0％を上回ることがある。 

（４）グラフの選択肢の表記は、表示の都合上、選択肢を省略している場合がある。 

（５）回答者数が10に満たないものについては、図示するに留め、この報告書の中では特に取りあ

げていない場合がある。 

（６）クロス集計結果では無回答は除いている。 
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Ⅱ 調査結果の概要 

１. 全体 

【１.生活について】 

（１）生活で困っていること・不安なこと（３つまで○） 

生活で困っていること・不安なことは何か聞いたところ、「地震・台風・火事・事故等、もし

もの時」が 34.4％で最も高く、次いで「病気やけが」（28.4％）、「仕事」（26.6％）の順になって

いる。また、「その他」への回答（14.0％）として、「金銭面」、「病院や市役所で言葉が通じない」、

「多言語での情報提供不足」、「老後の生活」などが多くあげられている。 

（２）生活で困った時の相談相手（あてはまるものすべてに○） 

生活で困った時、誰に相談するか聞いたところ、「家族」が 64.3％で最も高く、次いで「友達」

（58.5％）の順になっている。また、「その他」への回答（10.3％）として、「職場の同僚」、「イ

ンターネット」、「学校」などが多くあげられている。 

（３）生活や行政サービスの情報の入手先（３つまで○） 

生活や行政サービスの情報をどこで知るか聞いたところ、「日本人の友達・知りあい」が 40.5％

で最も高く、次いで「日本人以外の友達・知りあい」（27.9％）、「テレビ・ラジオ」（26.1％）の

順になっている。また、「その他」への回答（7.1％）として、「家族」、「郵便物」などが多くあ

げられている。 

（４）日常生活で行政サービスを受けるために必要な手助け（３つまで○） 

日常生活で行政サービスを受けるために、どんな手助けが必要か聞いたところ、「申請・届出

書類や通知文書の多言語化」が 37.4％で最も高く、次いで「制度・サービスを多言語で知らせる」

（37.2％）の順になっている。また、「その他」への回答（11.6％）として、「行政書類の内容の

簡略化」、「市役所の窓口開庁時間の拡大」などが多くあげられている。 

 

【２.町田国際交流センターについて】 

（１）町田国際交流センターの認知度（１つに○） 

町田国際交流センターを知っているか聞いたところ、「知っている」が 41.0％、「知らない」は

58.1％となっている。 

（２）町田国際交流センターのイベント参加やサービス利用経験（１つに○） 

町田国際交流センターのイベントに参加したことや、サービスを利用したことがあるか聞いた

ところ、「ある」が 19.9％、「ない」は 79.2％となっている。 

（３）参加したいイベントや利用したいサービス（３つまで○） 

町田国際交流センターのイベント・サービスのうち、参加したいイベント・利用したいサービ

スはどれか聞いたところ、「日本語教室」が 38.0％で最も高くなっている。 

（４）町田国際交流センターでの活動意向（あてはまるものすべてに○） 

町田国際交流センターで活動してみたいことはあるか、また、どのように活動してみたいと思

うか聞いたところ、「ボランティア活動に参加したい」が 30.2％で最も高く、次いで「翻訳や通

訳で役に立ちたい」（28.4％）の順になっている。 
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【３.ご家族の内の外国人の方について】 

（１）国籍 

家族の内の外国人の方について、国籍または地域を聞いたところ、「中国」が 33.2％で最も高

く、次いで「韓国・朝鮮」（13.6％）の順になっている。 

（２）性別および人数 

家族の内の外国人の方について、性別および人数を聞いたところ、無回答が目立つ結果となっ

ている。 

（３）年齢および人数 

家族の内の外国人の方について、年齢および人数を聞いたところ、無回答が目立つ結果となっ

ている。 

（４）日本での居住年数および人数 

家族の内の外国人の方について、日本での居住年数および人数を聞いたところ、無回答が目立

つ結果となっている。 

（５）家族構成（１つに○。日本人の方も含む） 

家族の形を聞いたところ、「夫婦と子ども（何人でも）」が 37.9％で最も高く、次いで「夫婦の

み」（21.8％）、「一人で住んでいる」（18.8％）の順になっている。また、「その他」への回答（2.2％）

として、「親戚」、「婚約者」などが多くあげられている。 

（６）主に使用する言語（あてはまるものすべてに○） 

毎日の生活で主に使っている言葉を聞いたところ、「日本語」が 74.4％で最も高く、次いで「英

語」（27.1％）、「中国語」（26.4％）、「韓国語／朝鮮語」（7.6％）の順になっている。また、「そ

の他の言葉」への回答（14.6％）として、「インドネシア語」、「スペイン語」、「タガログ語」、「フ

ランス語」などが多くあげられている。 

（７）日本語で困っていること（あてはまるものすべてに○） 

日本語で困っていることは何か聞いたところ、困っていることがある中では、「日本語の文字

が書けない」が 26.7％で最も高く、次いで「日本語の案内や文章がわからない」（22.6％）、「日

本語の文字が読めない」（19.8％）、「日本語が話せない」（17.4％）の順になっている。一方、「困

っていない」は 43.7％となっている。 

（８）日本語での手続きが必要な時の通訳・翻訳の依頼状況（１つに○） 

日本語での手続きが必要な時、誰かに通訳・翻訳を頼んでいるか聞いたところ、「通訳・翻訳

は頼んでいない（16歳以上で日本語で手続きできる人と一緒に住んでいる）」が 38.4％で最も高

く、次いで「一緒に住んでいる人以外の人に、通訳・翻訳を頼んでいる」（17.8％）、「通訳・翻

訳は頼んでいない（15 歳以下で日本語で手続きできる人と一緒に住んでいる）」（3.2％）などの

順になっている。また、「その他」への回答（29.6％）として、「翻訳は必要ない（自分で行う）」

（14.1％）、「インターネットの翻訳サイト」などが多くあげられている。 
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２. 当初仮説の検証 

“当初仮説”：町田市内在住の外国人は、中国籍・韓国／朝鮮籍・台湾籍が多く、さらにその

殆どが日本国内在住年数が長く、日本語に不自由している度合いが低い。 

 

上記仮説に対する検証として、本アンケートの回答結果から以下の項目が挙げられる。 

①参加したいイベントや利用したいサービスについて、韓国・朝鮮籍では「日本語教室」

（18.3％）、「外国人のための生活相談」（14.6％）が低く、「参加したいイベントや利用した

いサービスがない」（34.1％）が高くなっている。（問２(３)、P22参照） 

②毎日の生活で主に使っている言葉について、「日本語」はフィリピン籍（90.7％）、韓国・朝

鮮籍（87.8％）、台湾籍（85.7％）、中国籍（70.0％）で高くなっている。 

（問３(６)、P30参照） 

③日本語で困っていることについて、全体では「困っていない」は 43.7％となっており、中国

籍、韓国・朝鮮籍、台湾籍では「困っていない」が過半数となっている。また、合計得点の

グループ分けをみると、「高得点群」は韓国・朝鮮籍（80.5％）、台湾籍（53.6％）、中国籍

（52.5％）で過半数と高くなっている。（問３(７)、P32・34 参照） 

 

 

３. 今後の対応課題 

本アンケートの回答結果から以下の項目が今後の対応課題として挙げられる。 

①生活で困っていること・不安なことについて、「子どもの学校」はフィリピン籍（34.9％）

で高くなっている。（問１(１)、P６参照） 

②生活で困った時の相談相手について、フィリピン籍では「市役所」（32.6％）、「町田国際交

流センター（外国人支援ボランティア）」（14.0％）、「民生委員・児童委員」（14.0％）が高

くなっている。また、“母と子どもの世帯”では「市役所」（34.6％）が高くなっている。 

（問１(２)、P９・10参照） 

③生活や行政サービスの情報の入手先について、「広報まちだ」は韓国・朝鮮籍（36.6％）で

高くなっている。（問１(３)、P12参照） 

④日常生活で行政サービスを受けるために必要な手助けについて、「申請・届出書類や通知文

書の多言語化」が 37.4％で最も高く、次いで「制度・サービスを多言語で知らせる」（37.2％）

の順になっている。また、「申請・届出書類や通知文書の多言語化」はフィリピン籍（58.1％）、

米国籍（45.2％）で高く、「制度・サービスを多言語で知らせる」はフィリピン籍（53.5％）、

米国籍（51.6％）で高くなっている。「案内・通知文書にふりがなをつける」はフィリピン

籍（39.5％）で高くなっている（問１(４)、P15・16参照） 
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Ⅲ 調査結果 

１. 生活について 

（１）生活で困っていること・不安なこと 

問１(１) 生活で困っていること・不安なことは何ですか。（３つまで○） 

図１－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「地震・台風・火事・事故等、もしもの時」が 34.4％ 

生活で困っていること・不安なことは何か聞いたところ、「地震・台風・火事・事故等、もしも

の時」が 34.4％で最も高く、次いで「病気やけが」（28.4％）、「仕事」（26.6％）の順になっている。

また、「その他」への回答として、「金銭面」、「病院や市役所で言葉が通じない」、「多言語での情報

提供不足」、「老後の生活」などが多くあげられている。（図１－１） 
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国籍別でみると、「地震・台風・火事・事故等、もしもの時」、「病気やけが」では上位５カ国で

大きな差異はみられない。また、「子どもの学校」はフィリピン（34.9％）で高く、「ごみの出しか

た等生活のルール」は米国（19.4％）で高くなっている。（図１－２） 

 

図１－２ 生活で困っていること・不安なこと（国籍別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国籍については、回答の多かった上位５カ国を掲載し、それ以外は「その他」としている。 
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家族構成別でみると、“子どものいる世帯”では「子育て」、「子どもの学校」が高くなっている。

また、“友達同士”では「地震・台風・火事・事故等、もしもの時」（47.6％）、「病気やけが」（57.1％）、

「仕事」（52.4％）が高くなっている。（図１－３） 

 

図１－３ 生活で困っていること・不安なこと（家族構成別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※家族構成については、「父と子ども」、「祖父母世代と孫」、「兄弟や姉妹同士」は基数が少ないため「その他」に

含めている。 
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（２）生活で困った時の相談相手 

問１(２) 生活で困った時、誰に相談しますか。（あてはまるものすべてに○） 

図１－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「家族」が 64.3％、「友達」が 58.5％ 

生活で困った時、誰に相談するか聞いたところ、「家族」が 64.3％で最も高く、次いで「友達」

（58.5％）の順になっている。また、「その他」への回答として、「職場の同僚」、「インターネット」、

「学校」などが多くあげられている。（図１－４） 
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国籍別でみると、フィリピンでは「市役所」（32.6％）、「町田国際交流センター（外国人支援ボ

ランティア）」（14.0％）、「民生委員・児童委員」（14.0％）が高くなっている。（図１－５） 

 

図１－５ 生活で困った時の相談相手（国籍別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※国籍については、回答の多かった上位５カ国を掲載し、それ以外は「その他」としている。 
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家族構成別でみると、“一人で住んでいる”と“友達同士”では「家族」が低く、「友達」が高く

なっている。また、“母と子ども”では「市役所」（34.6％）が高くなっている。（図１－６） 

 

図１－６ 生活で困った時の相談相手（家族構成別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※家族構成については、「父と子ども」、「祖父母世代と孫」、「兄弟や姉妹同士」は基数が少ないため「その他」に

含めている。 
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（３）生活や行政サービスの情報の入手先 

問１(３) 生活や行政サービスの情報をどこで知りますか。（３つまで○） 

図１－７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「日本人の友達・知りあい」が 40.5％ 

生活や行政サービスの情報をどこで知るか聞いたところ、「日本人の友達・知りあい」が 40.5％

で最も高く、次いで「日本人以外の友達・知りあい」（27.9％）、「テレビ・ラジオ」（26.1％）の順

になっている。また、「その他」への回答として、「家族」、「郵便物」などが多くあげられている。 

（図１－７） 
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国籍別でみると、「広報まちだ」は韓国・朝鮮（36.6％）で高く、「日本語のウェブサイト」は韓

国・朝鮮（28.0％）、米国（25.8％）、中国（22.0％）で高くなっている。また、「外国語のウェブ

サイト」は米国（38.7％）で高くなっている。（図１－８） 

 

図１－８ 生活や行政サービスの情報の入手先（国籍別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国籍については、回答の多かった上位５カ国を掲載し、それ以外は「その他」としている。 
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家族構成別でみると、“友達同士”では「日本人の友達・知りあい」（57.1％）、「日本人以外の友

達・知りあい」（66.7％）、「外国語のウェブサイト」（38.1％）が高くなっている。（図１－９） 

 

図１－９ 生活や行政サービスの情報の入手先（家族構成別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※家族構成については、「父と子ども」、「祖父母世代と孫」、「兄弟や姉妹同士」は基数が少ないため「その他」に

含めている。 
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日本語で困っていること別でみると、“困っていることがある方”では「日本人以外の友達・知

りあい」、「日本人以外の友達・知りあい」、「外国語のウェブサイト」が高くなっている。 

（図１－10） 

 

図１－10 生活や行政サービスの情報の入手先（日本語で困っていること別） 
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（４）日常生活で行政サービスを受けるために必要な手助け 

問１(４) 日常生活で行政サービスを受けるために、どんな手助けが必要ですか。 

（３つまで○） 

図１－11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「申請・届出書類や通知文書の多言語化」が 37.4％、「制度・サービスを多言語で知らせる」が 37.2％ 

日常生活で行政サービスを受けるために、どんな手助けが必要か聞いたところ、「申請・届出書

類や通知文書の多言語化」が 37.4％で最も高く、次いで「制度・サービスを多言語で知らせる」

（37.2％）の順になっている。また、「その他」への回答として、「行政書類の内容の簡略化」、「市

役所の窓口開庁時間の拡大」などが多くあげられている。（図１－11） 

 

 

(ｎ＝602)

申請・届出書類や通知文書の多言語化
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必要な時（病院・役所等で）の通訳派遣

外国語での相談窓口を増やす

案内・通知文書にふりがなをつける

日本語教室を増やす

外国人支援ボランティアを増やす

案内表示に絵文字や多言語の表示を増やす

その他

無回答

37.4

37.2

27.7

24.3

21.3

15.6

11.3

9.8

11.6

9.6

0 10 20 30 40（％）
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国籍別でみると、「申請・届出書類や通知文書の多言語化」はフィリピン（58.1％）、米国（45.2％）

で高く、「制度・サービスを多言語で知らせる」はフィリピン（53.5％）、米国（51.6％）で高くな

っている。また、「案内・通知文書にふりがなをつける」はフィリピン（39.5％）で高くなってい

る。（図１－12） 

 

図１－12 日常生活で行政サービスを受けるために必要な手助け（国籍別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国籍については、回答の多かった上位５カ国を掲載し、それ以外は「その他」としている。 
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家族構成別でみると、「申請・届出書類や通知文書の多言語化」は“友達同士”（90.5％）で高く、

「制度・サービスを多言語で知らせる」は“友達同士”（57.1％）で高くなっている。（図１－13） 

 

図１－13 日常生活で行政サービスを受けるために必要な手助け（家族構成別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※家族構成については、「父と子ども」、「祖父母世代と孫」、「兄弟や姉妹同士」は基数が少ないため「その他」に

含めている。 
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 夫婦のみ (131)
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２. 町田国際交流センターについて 

（１）町田国際交流センターの認知度 

問２(１) 町田国際交流センターを知っていますか。（１つに○） 

図２－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「知っている」が 41.0％ 

町田国際交流センターを知っているか聞いたところ、「知っている」が 41.0％、「知らない」は

58.1％となっている。（図２－１） 

 

日本語で困っていること別でみると、日本語理解度にかかわらずほぼ同じ傾向となっている。 

（図２－２） 

図２－２ 町田国際交流センターの認知度（日本語で困っていること別） 
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0.8
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ｎ （％）
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【

日本語が話せない (105)

日本語の文字が読めない (119)

日本語の文字が書けない (161)

日本語の案内や文章が
わからない

(136)

困っていない (263)

日本語で困っていること別 】

39.9

43.4
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35.3

41.0
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56.6

60.2
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0.8

0.0

0.0

0.0

1.0

0.8
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（２）町田国際交流センターのイベント参加やサービス利用経験 

問２(２) 町田国際交流センターのイベントに参加したことや、サービスを利用したことが

ありますか。（１つに○） 

図２－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「ある」が 19.9％ 

町田国際交流センターのイベントに参加したことや、サービスを利用したことがあるか聞いたと

ころ、「ある」が 19.9％、「ない」は 79.2％となっている。（図２－３） 

 

日本語で困っていること別でみると、若干の違いはあるものの、「ない」が 70～80％台となって

おり、大きな差異はみられない。（図２－４） 

 

図２－４ 町田国際交流センターのイベント参加やサービス利用経験（日本語で困っていること別） 
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0.8

ある ない 無回答

ｎ （％）

全　　　体 (602)

【

日本語が話せない (105)

日本語の文字が読めない (119)

日本語の文字が書けない (161)

日本語の案内や文章が
わからない

(136)

困っていない (263)

日本語で困っていること別 】

14.8

25.7

19.3

16.8

24.8

19.9

84.4

74.3

80.7

83.2

73.3

79.2

0.8

0.0

0.0

0.0

1.9

0.8



 

 - 20 - 

国籍別でみると、「ある」はフィリピン（34.9％）で高くなっている一方、韓国・朝鮮（12.2％）

で低くなっている。（図２－５） 

 

図２－５ 町田国際交流センターのイベント参加やサービス利用経験（国籍別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国籍については、回答の多かった上位５カ国を掲載し、それ以外は「その他」としている。 
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（３）参加したいイベントや利用したいサービス 

問２(３) 町田国際交流センターのイベント・サービスのうち、参加したいイベント・利用

したいサービスはどれですか。（３つまで○） 

図２－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「日本語教室」が 38.0％ 

町田国際交流センターのイベント・サービスのうち、参加したいイベント・利用したいサービス

はどれか聞いたところ、「日本語教室」が 38.0％で最も高くなっている。（図２－６） 

 

(ｎ＝602)

日本語教室

国際交流・協力イベント

外国人のための生活相談
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国際理解教室

参加したいイベントや利用したい
サービスがない

無回答

38.0

29.2
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17.4

15.8
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 - 22 - 

国籍別でみると、韓国・朝鮮では「日本語教室」（18.3％）、「外国人のための生活相談」（14.6％）

が低く、「参加したいイベントや利用したいサービスがない」（34.1％）が高くなっている。フィリ

ピンでは「日本語教室」（55.8％）、「通訳・翻訳」（23.3％）が高く、「国際交流・協力イベント」（11.6％）

が低くなっている。米国では「通訳・翻訳」（29.0％）が高くなっている。また、「外国籍児童・生

徒・帰国子女支援」は中国（25.0％）で高くなっている。（図２－７） 

 

図２－７ 参加したいイベントや利用したいサービス（国籍別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国籍については、回答の多かった上位５カ国を掲載し、それ以外は「その他」としている。 

 

 

ｎ
全 　体 (602)

【 国 籍 別 】

中 　国 (200)

韓国・朝鮮 ( 82)

フィリピン ( 43)

米　 国 ( 31)

台　 湾 ( 28)

そ の 他 (157)

41.5

18.3

45.2

28.6

38.0

55.8

46.5

0 10 20 30 40 50 60

□日本語教室 □国際交流・
  協力イベント

□外国人のための
  生活相談

36.5

25.6

29.0

28.6

29.2

11.6

27.4

0 10 20 30 40 50 60

35.5

14.6

22.6

14.3

28.4

30.2

31.2

0 10 20 30 40 50 60

13.0

12.2

29.0

14.3

17.4

23.3

24.2

0 10 20 30 40 50 60(%)(%) (%) (%)

□通訳・翻訳

ｎ
全 　体 (602)

【 国 籍 別 】

中 　国 (200)

韓国・朝鮮 ( 82)

フィリピン ( 43)

米　 国 ( 31)

台　 湾 ( 28)

そ の 他 (157)

25.0

11.0

12.9

10.7

15.8

18.6

15.3

0 10 20 30 40 50 60

□外国籍児童・生徒
  ・帰国子女支援

□国際理解教室 □参加したいイベント
  や利用したいサー
  ビスがない

13.5

12.2

16.1

21.4

17.8

9.3

13.3

0 10 20 30 40 50 60

11.0

34.1

9.7

17.9

15.9

11.6

16.8

0 10 20 30 40 50 60(%) (%) (%)



 

 - 23 - 

日本語で困っていること別でみると、“困っていることがある方”では「日本語教室」、「外国人

のための生活相談」、「通訳・翻訳」が高く、“困っていない方”では「国際交流・協力イベント」（39.5％）

が高くなっている。（図２－８） 

 

図２－８ 参加したいイベントや利用したいサービス（日本語で困っていること別） 
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（４）町田国際交流センターでの活動意向 

問２(４) 町田国際交流センターで活動してみたいことはありますか？また、どのように活

動してみたいと思いますか？（あてはまるものすべてに○） 

図２－９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「ボランティア活動に参加したい」が 30.2％ 

町田国際交流センターで活動してみたいことはあるか、また、どのように活動してみたいと思う

か聞いたところ、「ボランティア活動に参加したい」が 30.2％で最も高く、次いで「翻訳や通訳で

役に立ちたい」（28.4％）の順になっている。（図２－９） 
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 - 25 - 

３. ご家族の内の外国人の方について 

（１）国籍 

問３(１) 国籍または地域 

図３－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「中国」が 33.2％ 

家族の内の外国人の方について、国籍または地域を聞いたところ、「中国」が 33.2％で最も高く、

次いで「韓国・朝鮮」（13.6％）の順になっている。（図３－１） 
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（２）性別および人数 

問３(２) 性別。（  ）に人数を書いてください。 

図３－２ 

【男 性】                  【女 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族の内の外国人の方について、性別および人数を聞いたところ、無回答が目立つ結果となって

いる。（図３－２） 

 

 

 

(ｎ＝602) 実人数

１　人 208人

２　人 152人

３　人 72人

４　人 19人

５　人 0人

６　人 0人

７　人 0人

無回答 -

34.6

12.6

4.0

0.8

0.0

0.0

0.0

48.0

0 10 20 30 40 50 60（％） (ｎ＝602) 実人数

１　人 306人

２　人 136人

３　人 58人

４　人 12人

５　人 6人

６　人 0人

７　人 8人

無回答 -

50.8

11.3

3.2

0.5

0.2

0.0

0.2

33.9

0 10 20 30 40 50 60（％）
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（３）年齢および人数 

問３(３) 年齢。（  ）に人数を書いてください。 

図３－３ 

【０～19歳】        【20～29歳】        【30～39歳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【40～49歳】        【50～59歳】        【60～69歳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【70歳以上】 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族の内の外国人の方について、年齢および人数を聞いたところ、無回答が目立つ結果となって

いる。（図３－３） 

(ｎ＝602)

１　人

２　人

３　人

４　人

５　人

無回答

10.6

6.5

1.0

0.2

0.2

81.6

0 20 40 60 80 100（％）(ｎ＝602)

１　人

２　人

３　人

４　人

５　人

無回答

17.6

4.0

1.3

0.2

0.0

76.9

0 20 40 60 80 100（％）(ｎ＝602)

１　人

２　人

３　人

４　人

５　人

無回答

20.9

9.8

0.2

0.0

0.0

69.1

0 20 40 60 80 100（％）

(ｎ＝602)

１　人

２　人

３　人

４　人

５　人

無回答

19.8

2.7

0.2

0.0

0.0

77.4

0 20 40 60 80 100（％）(ｎ＝602)

１　人

２　人

３　人

４　人

５　人

無回答

13.6

2.3

0.0

0.0

0.0

84.1

0 20 40 60 80 100（％）(ｎ＝602)

１　人

２　人

３　人

４　人

５　人

無回答

6.8

2.2

0.2

0.0

0.0

90.9

0 20 40 60 80 100（％）

(ｎ＝602)

１　人

２　人

３　人

４　人

５　人

無回答

3.3

1.7

0.0

0.0

0.0

95.0

0 20 40 60 80 100（％）
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（４）日本での居住年数および人数 

問３(４) 日本にどのくらい長く住んでいますか。（  ）に人数を書いてください。 

図３－４ 

【３ヶ月以下】    【３ヶ月超～１年未満】   【１年以上～５年未満】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５年以上～10年未満】      【10 年以上】 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

家族の内の外国人の方について、日本での居住年数および人数を聞いたところ、無回答が目立つ

結果となっている。（図３－４） 

 

 

(ｎ＝602)

１　人

２　人

３　人

４　人

５　人

６　人

７　人

無回答

3.5

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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0 20 40 60 80 100（％）(ｎ＝602)

１　人

２　人

３　人

４　人

５　人

６　人

７　人
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1.2
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0.0

0.0
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１　人

２　人

３　人

４　人

５　人

６　人

７　人

無回答

20.9

4.3

1.2

0.0

0.0

0.0

0.0
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(ｎ＝602)

１　人

２　人

３　人

４　人

５　人

６　人

７　人
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16.4

4.2

1.0
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１　人

２　人

３　人

４　人
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６　人
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8.6
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0.0

52.2
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（５）家族構成 

問３(５) 家族の形は次のどれですか。（１つに○。日本人の方も含む） 

図３－５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「夫婦と子ども（何人でも）」が 37.9％ 

家族の形を聞いたところ、「夫婦と子ども（何人でも）」が 37.9％で最も高く、次いで「夫婦のみ」

（21.8％）、「一人で住んでいる」（18.8％）の順になっている。また、「その他」への回答として、

「親戚」、「婚約者」などが多くあげられている。（図３－５） 

 

(ｎ＝602)

夫婦と子ども（何人でも）

夫婦のみ

一人で住んでいる

三世代で住んでいる
（親と子どもと孫）

母と子ども（何人でも）

友達同士

父と子ども（何人でも）

兄弟や姉妹同士

祖父母世代と孫

その他

無回答

37.9

21.8

18.8

5.3

4.3

3.5

0.5

0.5

0.2

2.2

5.1

0 10 20 30 40（％）
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（６）主に使用する言語 

問３(６) 毎日の生活で主に使っている言葉は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

図３－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「日本語」が 74.4％ 

毎日の生活で主に使っている言葉を聞いたところ、「日本語」が 74.4％で最も高く、次いで「英

語」（27.1％）、「中国語」（26.4％）、「韓国語／朝鮮語」（7.6％）の順になっている。また、「その

他の言葉」への回答として、「インドネシア語」、「スペイン語」、「タガログ語」、「フランス語」な

どが多くあげられている。（図３－６） 

 

国籍別でみると、「日本語」はフィリピン（90.7％）、韓国・朝鮮（87.8％）、台湾（85.7％）、中

国（70.0％）で高く、「英語」は米国（77.4％）で高くなっている。また、「中国語」は中国（63.0％）

で高く、「韓国語／朝鮮語」は韓国・朝鮮（41.5％）で高くなっている。「その他の言葉」はフィリ

ピン（23.3％）及び６位以下の各国で高くなっている。（図３－７） 

 

図３－７ 主に使用する言語（国籍別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国籍については、回答の多かった上位 10カ国を掲載し、それ以外は「その他」としている。 

(ｎ＝602)

日本語

英　語

中国語

韓国語／朝鮮語

その他の言葉

無回答

74.4

27.1

26.4

7.6

14.6

3.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80（％）

ｎ
全 　体 (602)

【 国 籍 別 】

中 　国 (200)

韓国・朝鮮 ( 82)

フィリピン ( 43)

米　 国 ( 31)

台　 湾 ( 28)

タ　 イ ( 22)

インドネシア ( 18)

カ ナ ダ ( 11)

ベ ト ナ ム ( 10)

ド イ ツ ( 9)

そ の 他 ( 87)

□日本語

70.0

87.8

64.5

85.7

50.0

81.8

60.0

68.2

90.7

66.7

77.0

74.4

0 20 40 60 80 100(%)

□英語

11.5

4.9

77.4

21.4

50.0

90.9

20.0

27.1

57.5

55.6

48.8

31.8

0 20 40 60 80 100(%)

□中国語

63.0

1.2

9.7

28.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.4

26.4

0 20 40 60 80 100(%)

□韓国語
　／朝鮮語

2.0

41.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

7.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100(%)

□その他の言葉

3.5

0.0

0.0

0.0

77.8

36.4

50.0

27.3

23.3

55.6

44.8

14.6

0 20 40 60 80 100(%)
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家族構成別でみると、「英語」は“友達同士”（71.4％）で高く、「その他の言葉」は“友達同士”

（66.7％）で高くなっている。（図３－８） 

 

図３－８ 主に使用する言語（家族構成別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※家族構成については、「父と子ども」、「祖父母世代と孫」、「兄弟や姉妹同士」は基数が少ないため「その他」に

含めている 

ｎ

全 　　体 (602)

【 家 族 構 成 別 】

 一人で住んでいる (113)

 夫婦のみ (131)

 夫婦と子ども (228)

 母と子ども ( 26)

 三世代で住んでいる
 （親と子どもと孫）

( 32)

 友達同士 ( 21)

 その他 ( 20)

□日本語

75.2

72.5

84.6

78.1

90.0

47.6

81.6

74.4

0 20 40 60 80 100(%)

□英語

37.2

29.8

11.5

18.8

40.0

27.1

20.6

71.4

0 20 40 60 80 100(%)

□中国語

33.6

22.9

23.1

25.0

15.0

0.0

31.1

26.4

0 20 40 60 80 100(%)

□韓国語
　／朝鮮語

0.9

7.6

7.7

9.4

10.0

7.6

10.5

4.8

0 20 40 60 80 100(%)

□その他の言葉

9.7

12.2

7.7

21.9

25.0

66.7

14.5

14.6

0 20 40 60 80 100(%)
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（７）日本語で困っていること 

問３(７) 日本語で困っていることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

図３－９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「日本語の文字が書けない」が 26.7％、「困っていない」は 43.7％ 

日本語で困っていることは何か聞いたところ、困っていることがある中では、「日本語の文字が

書けない」が 26.7％で最も高く、次いで「日本語の案内や文章がわからない」（22.6％）、「日本語

の文字が読めない」（19.8％）、「日本語が話せない」（17.4％）の順になっている。一方、「困って

いない」は 43.7％となっている。（図３－９） 

 

(ｎ＝602)

日本語の文字が書けない

日本語の案内や文章がわからない

日本語の文字が読めない

日本語が話せない

困っていない

無回答

26.7

22.6

19.8

17.4

43.7

7.1

0 10 20 30 40 50（％）
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また、日本語で困っている度合いを明確にするために、下記の通り点数化し整理した。 

 

【配点表】 

    

 

 

 

 

 

 

 

【合計得点のグループ分け】 

 

 

 

 

 

 

 

合計得点のグループ分けの結果をみると、「高得点群」が 43.4％、「中得点群」が 37.5％となっ

ており、困っている度合いが最も高い「低得点群」は 12.0％となっている。（図３－10） 

 

図３－10 日本語で困っていること－合計得点のグループ分け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選 択 肢 配 点 

① 日本語の文字が読めない －４点 

② 日本語が話せない －３点 

③ 日本語の案内や文章がわからない －２点 

④ 日本語の文字が書けない －１点 

⑤ 困っていない ＋１点 

グループ 合計得点 

高得点群 ０点以上 

中得点群 －１点～－６点 

低得点群 －７点～－10点 

(ｎ＝602)

高得点群

中得点群

低得点群

43.4

37.5

12.0

0 10 20 30 40 50（％）
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国籍別でみると、中国、韓国・朝鮮、台湾では「困っていない」が過半数となっている。 

（図３－11） 

 

図３－11 日本語で困っていること（国籍別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国籍については、回答の多かった上位５カ国を掲載し、それ以外は「その他」としている。 

 

 

 

国籍別で合計得点のグループ分けをみると、「高得点群」は韓国・朝鮮（80.5％）、台湾（53.6％）、

中国（52.5％）で過半数と高くなっている。「中得点群」はカナダ（63.6％）、ベトナム（60.0％）、

フィリピン（58.1％）、米国（48.4％）、ドイツ（44.4％）で高くなっている。一方、「低得点群」

はインドネシア（44.4％）、タイ（40.9％）で高くなっている。（図３－12） 

 

図３－12 日本語で困っていること－合計得点のグループ分け（国籍別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国籍については、回答の多かった上位 10カ国を掲載し、それ以外は「その他」としている。 

ｎ
全   体 (602)

【 国 籍 別 】

中   国 (200)

韓国・朝鮮 ( 82)

フィリピン ( 43)

米   国 ( 31)

台　 湾 ( 28)
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インドネシア ( 18)

カ ナ ダ ( 11)

ベ ト ナ ム ( 10)

ド イ ツ ( 9)

そ の 他 ( 87)
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3.7

19.4

7.1

44.4
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33.3
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40.9
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11.0

48.4

35.7

11.1

63.6

60.0

31.8

58.1

44.4

49.4

37.5

0 20 40 60 80 100

52.5

80.5

22.6

53.6

33.3

18.2

30.0

43.4

23.0
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11.6

22.7
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□低得点群
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【 国 籍 別 】

中 　国 (200)

韓国・朝鮮 ( 82)

フィリピン ( 43)

米　 国 ( 31)

台　 湾 ( 28)

そ の 他 (157)

□日本語の文字が
　書けない

10.0

14.6

41.9

25.0

48.4

58.1

26.7

0 20 40 60 80 100(%)

□日本語の案内
　や文章がわから
　ない

19.5

7.3

25.8

17.9

22.6

34.9

35.0
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□日本語の文字が
　読めない

5.5

4.9

38.7

10.7

38.9

46.5

19.8
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□日本語が話せ
　ない

21.0

3.7

25.8

14.3

17.4

9.3

21.7

0 20 40 60 80 100(%)

□困っていない

52.5

81.7

22.6

53.6

24.8

11.6

43.7

0 20 40 60 80 100(%)
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（８）日本語での手続きが必要な時の通訳・翻訳の依頼状況 

問３(８) 日本語での手続きが必要な時、誰かに通訳・翻訳を頼んでいますか。（１つに○） 

図３－13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「通訳・翻訳は頼んでいない（16歳以上で日本語で手続きできる人と一緒に住んでいる）」が 38.4％ 

日本語での手続きが必要な時、誰かに通訳・翻訳を頼んでいるか聞いたところ、「通訳・翻訳は

頼んでいない（16 歳以上で日本語で手続きできる人と一緒に住んでいる）」が 38.4％で最も高く、

次いで「一緒に住んでいる人以外の人に、通訳・翻訳を頼んでいる」（17.8％）、「通訳・翻訳は頼

んでいない（15 歳以下で日本語で手続きできる人と一緒に住んでいる）」（3.2％）などの順になっ

ている。また、「その他」への回答として、「翻訳は必要ない（自分で行う）」（14.1％）、「インタ

ーネットの翻訳サイト」などが多くあげられている。（図３－13） 

 

（％）（ｎ＝602）

その他
29.6

一緒に住んでいる
人以外の人に、

通訳・翻訳を
頼んでいる

17.8無回答
11.1

通訳・翻訳は頼んでい
ない（15歳以下で日本
語で手続きできる人と
一緒に住んでいる）

3.2

通訳・翻訳は頼んで
いない(16歳以上で

日本語で手続き
できる人と一緒に

住んでいる）
38.4
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国籍別でみると、米国では「一緒に住んでいる人以外の人に、通訳・翻訳を頼んでいる」（38.7％）

が高くなっている。また、フィリピンでは「通訳・翻訳は頼んでいない（16 歳以上で日本語で手続

きできる人と一緒に住んでいる）」（41.9％）と「通訳・翻訳は頼んでいない（15 歳以下で日本語で

手続きできる人と一緒に住んでいる）」（14.0％）を合わせた“家族に頼んでいる方”が過半数と高

くなっている。（図３－14） 

 

図３－14 日本語での手続きが必要な時の通訳・翻訳の依頼状況（国籍別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国籍については、回答の多かった上位５カ国を掲載し、それ以外は「その他」としている。 
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家族構成別でみると、「一緒に住んでいる人以外の人に、通訳・翻訳を頼んでいる」は“友達同

士”（52.4％）で高くなっている。また、「通訳・翻訳は頼んでいない（16 歳以上で日本語で手続き

できる人と一緒に住んでいる）」は“三世代で住んでいる（親と子どもと孫）”（56.3％）、“夫婦と

子ども”（55.3％）で高くなっている。（図３－15） 

 

図３－15 日本語での手続きが必要な時の通訳・翻訳の依頼状況（家族構成別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※家族構成については、「父と子ども」、「祖父母世代と孫」、「兄弟や姉妹同士」は基数が少ないため「その他」に

含めている。 
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４. 自由意見 

問４ その他、ご意見がありましたら、書いてください。 

最後に意見・要望を自由に回答してもらったところ、180 人から 279 件の回答を得た。いただい

た意見を項目別に分類し集計した結果は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各項目別の主な記述について、抜粋して以下に掲載する。 

※読みやすさを考慮し、疑義のないものについては、表記を適宜漢字等に変更した。 

 

（１）支援不要（16件） 

①支援不要関連（8件） 

・在日韓国人で日本で生まれて日本の学校に行っていましたので、ほとんど日本人と一緒な

ので、困っていることはありません。 

②日本語に不自由なし（8件） 

・夫婦とも日本生まれ、日本育ちで日本語以外は知らない。外国籍である事が世間で知られ

る事が一番困る事です。仕事や生活に非常にマイナスになります。知人友人は私達夫婦が

日本人であると思っている人ばかりです。そっとしてほしいです。よろしく。 

大項目 小項目 件数

 ①支援不要関連 8

 ②日本語に不自由なし 8

 ①感謝関連 26

 ②協力申し出関連 14

 ①同一視希望関連 3

 ②特別永住者等 5

 ①多言語要望関連 36

 ②日本語学習関連 17

 ③国際交流センター関連 10

 ④交流希望関連 16

 ⑤事務手続関連 16

 ⑥通知・周知関連 14

 ⑦文化の違い関連 5

 ⑧子供・教育関連 16

 ⑨災害関連 3

 ⑩住居関連 6

 ⑪就労関連 14

 ⑫医療関連 11

 ⑬ゴミ関連 2

 ⑭交通関連 4

 ⑮その他の具体的要望等 15

30

279

（１）支援不要

 合計

（５）その他意見等

（４）具体的な要望・意見等

（３）デリケートな意見

（２）好意的な意見
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（２）好意的な意見（40 件） 

①感謝関連（26件） 

・私たちは町田市がこうした問題について対処してくれていることに本当に感謝しています。

外国人として、その地域の言語や文化を学ぶことは私たちの義務でもありますが、時に私

たちは言語や規則において困難に直面することがあります。しかし、私たちは日本に住む

善良な住民となるために全力をつくします。こうした心遣いについて再度御礼申し上げま

す。 

②協力申し出関連（14件） 

     ・まずはじめに、このアンケートを送ってくださってありがとうございます。これはとても

助けになり、結果をもとにすれば、外国人にとって日本で暮らすことがより良いものとな

ります。次に、提案ですが、このアンケート結果に従い、それについて外国人と議論し、

彼らの意見を聞き、実際に彼らが日本で抱えている問題と提案について聞いてみると良い

のではないでしょうか。最後に、もしなにか助けが必要な場合はご連絡頂ければ、喜んで

日本に住む外国人に援助したいと思います。 

 

（３）デリケートな意見（8件） 

①同一視希望関連（3件） 

 ・同じ目で見てほしいです。特に救助はいりません。 

②特別永住者等（5件） 

  ・この様な内容のアンケートは日本で生まれ育った私のような人に送られないほうがいいと

思います。祖父の代から日本に居ます。特別永住権有。日本語しか話せません。日本の教

育しか受けていません。気分が良いものではありません。アンケートの内容に応じて、も

う少し配布する方を限定された方が郵送料金の経費削減にもなると思います。 

 

（４）具体的な要望・意見等（185件） 

①多言語要望関連（36件） 

・特にないですが、手続き書類の日本語がわかりづらい。翻訳バージョンがあってほしい。

（子育て、住まい、特に税金関係。納付、計算方法、年末調整など） 

・税金や保険の明細書に英語やひらがながあると助かります。私はしばしば、自分が何を払

っているのか正しく理解することなく請求書の支払いをしていることがあります。 

・市からの通知について、より多くのものを英語で提供してください。もしくは少なくとも、

簡易な日本語で記述してください。私に送られてきたチラシや小冊子の中で理解すること

ができないものが沢山あります。私はこういった情報はなにも逃したくはないのです。 

②日本語学習関連（17件） 

 ・温かい挨拶、法律や規則によって町田市に歓迎されているように感じており、常々ありが

たく思っています。私は願わくば、長い間日本に滞在するつもりでおり、町田市が私の日

本での旅の一部になることを望んでいます。私の日常生活に関して言えば、私は日本語が

使えませんが（ひらがなとカタカナしか読めず、基本的な言葉は少ししか知りません）、

町田市が提供する書類や規制、事業についての情報はすべて漢字を含んだ日本語で書かれ
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ているため、これを理解することが出来ません。現在、学習中ではありますが、長い時間

がかかります。町田市が書類だけでなく、公共事業や援助の提供において、外国人の住み

やすい場所になることを望んでいます。こうした思いやりのあるアンケートに感謝します。

町田市がより良い街になることを日々願っています。 

・日本語をもっと早く習得するために、日本語の授業についてもっと知りたいです。また、

小さい子供のいる他の外国人のお母さんたちと友達になりたいです。 

③国際交流センター関連（10件） 

 ・日本に来て四年目の私は、二年間ぐらい町田の国際交流センターで日本語を教えてもらっ

ただけではなく、生活の悩みまで相談に乗ってもらったからこそ、理想の大学が受かって、

うまく就活できて、本当に町田国際交流センターのボランティア達に感謝しています。自

分の周りの留学生たちにも紹介して、より多くの人々に日本で楽しく過ごしてほしく、よ

り多くの人々に日本人の親切さを知ってほしいです。ＰＳ.今回のアンケートは 4 種類の

外国語で説明していただいて、本当に外国人の立場に立って考えていると思い、本当に本

当にありがとうございました。 

④交流希望関連（16 件） 

・町田市では無料の文化交流イベントを多く開催してほしい。例えば、日本料理教室、日本

の有名な映画観覧、日本文化講座、中日育児教育交流、遠足等のような、生活と関わりの

ある実践的・体験的な学習活動。日本語ができる参加者は通訳を担当し、みんなが参加す

ると日常生活を充実させ、日本への理解を深くしながら、ストレスを軽減させる。 

・同居している母親は日本語ができない。そのため、私が仕事に行った際に病院に行ったり、

買い物に行ったりするのは相当困難である。高齢者も日本を勉強したり、中国語ができる

同年代の日本人の友人をつくって交流したりすれば良いと思う。 

⑤事務手続関連（16 件） 

・私は日本に 14 年以上住んでおり、今ではとても居心地がいいです。一つだけ言うとすれ

ば、行政手続きが簡略化されてほしいです。毎回住所を書く必要をなくす、オンラインで

の手続きなど。 

⑥通知・周知関連（14件） 

・町田市役所で外国人が訪れた時に、国際交流センターでの活動の情報を知らせたら、第 1

歩だと思います。 

・私はオンラインで町田市の国際センターを探していますが、見つけられたのは市役所のペ

ージだけです。外国人の同僚に、国際センターについて尋ねたところ、彼は聞いたことも

ないとのことでした。今はそれがどこにあるのかわかるので、赴いて休日に参加する日本

語クラスを探そうと思います。このアンケートは役に立ちました。ありがとう。 

・①日本のテレビ規定（アナログ放送からデジタル放送へ）が変わった後、過去に買ったテ

レビで NHK 番組（特に地震、気象、災害情報等）が見れない。日本政府は中国語版の説明

書を配布してないため、どのように解決すればよいかわからない。②武蔵岡団地（相原町）

周辺に日本語教室を開いてほしい。 
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⑦文化の違い関連（5件） 

・日本の税制度に対する基本的な説明があると助かります。いまだに理解することができま

せん。なぜ「年金」を毎月払わなくてはいけないのでしょうか。 

・PTA は実際は子供たちのためのものではなく、母親たちのための社会人サークルのように

見えます。例えばこれが問題となるのは、忙しいお母さんたちが、PTA 活動を社会的な交

流の場として認識しているような人たちと一緒に働くことを強要される時です。子供たち

に焦点を当て直すか、それともなくしてしまうべきだと思います。 

⑧子供・教育関連（16件） 

・外国人用の生活しおりが必要だと思います。健康保険（国民健康保険）、子供に関してマ

ル乳、マル子のこと（子供を産んでわからない人がたくさんいます。自分のときもマル乳

のことがわからなくて病院にいっぱいお金がかかった。）年金のこと、帰国したらどうな

る？（国によって違う？）子供の教育、学校のタイプ、中・高校に入学するときどうした

らいいのでしょうか。どうやって選んだほうがいいのですか？などなど。日本人は当たり

前と思っていることが外国人は意外にわかりません。 

・市役所の外国人登録と児童が関わる場所には英語を話せるスタッフが必要だと思います。

私の子供たちは日本の公立学校へ通っていますが、そこには英語を話せる人が誰もおらず、

学校の制度や書類について説明することができません。すべての書類が英語でも閲覧でき

るようになるべきだと思います。彼らは日本人ではありません。なので私は英語の書類が

必要です。どうかよろしくお願いします。 

⑨災害関連（3件） 

・私の住む借家の地震の際の安全性に関して不安があります。しかし、私たちの大家さんは

町田市の提供する無料診断の利用を嫌がっています。建物への診断を許可するよう彼に求

めるのは難しいように思われます。また、年末の納税申告のための英語でのサポートがあ

ればとても便利だと思います。 

・すべての通知や緊急速報など、特に拡声器を使って地域に向けて行うもので、私は英語や

その他多くの言語で同様に通知することを提案します。特に自然災害のような緊急事態に

は。そうすれば私たちのような外国人も、何が身の周りで起きているのか即座に理解する

ことができ、常に気を付けることが出来ます。 

⑩住居関連（6件） 

・住宅に一番困ります。保証人になる人がいなくて、とても困る場面が。何かほかに解決出

来る方法を教えて頂きたいと思います。 

・外国人が賃貸する場合、保証人（必ず日本人）が必要である。外国人賃貸に向け支援がほ

しい。（例えば支援機構等） 

⑪就労関連（14件） 

・子供 2人とも大学就学中ですが、就職に心配しています。（外国人で断られる？） 

      ・外国人向けの就活案内を増やしていただきたい。 
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・外国語(英語・韓国語)を活用ができる仕事がしたいが、外国語の活用ができる仕事は東京

中心部(23 区）に集中している。それで、子供がいる場合、東京中心部までの通勤が大変

になる。町田市において、外国人のための、仕事の紹介プログラムがあれば利用したい。 

⑫医療関連（11件） 

・病院は土日に営業しないので困っている。大人はお休み日に病院行けないので休まないと

いけないが、収入がなくなる。 

・病院や診察所で、医者と英語で意思疎通するのが難しい。 

・個人的な意見としては、市民病院のような病院で誰か英語を話すことが出来る人がいれば

いいと思います。そうすれば患者はより安心ができ、特に診察のあとで医者が話す内容に

ついて理解することができます。 

・銀行や病院から受け取った情報を理解することがとても難しく感じます。 

・町田市で、英語か中国語を話すことのできる医者と歯医者のリストがあるととても助かり

ます。 

・私は何種類かの請求書や通知を受け取っていますが、それらはすべて日本語で書かれてい

ます。それらについて理解はしていませんが、支払いをしています。また、私は職場の同

僚に助けを求めて彼らを煩わせることなく病院に行きたい。でも、病院では日本語が使用

されており、意思疎通が困難なため、病気のときも私は自分でなんとかするようにしてい

ます。こうした調査を実施していただきありがとうございます。 

⑬ゴミ関連（2件） 

・ゴミかリサイクル可能か、色々なものを分別する明確でわかりやすい説明を。 

⑭交通関連（4件） 

・すべて漢字のため、時々バスの利用が困難なことがあります。 

・どのようにすれば神奈中バスの時刻表が英語でコンピュータ上にダウンロード出来るのか。 

⑮その他の具体的要望等（15件） 

・サービスをありがとう。町田市内で教会をよく見かけるんですが、モスクはあまり見かけ

ないんです。モスクを立てる手続きや許可が簡単に得られると幸いです。私達に日本に暮

らすチャンスをくれてありがとうございます。 

 

（５）その他意見等（30 件） 

・私には自閉症の 7歳の息子がおり、彼は日本語を理解したがりません。もし町田市に、学

習障害を持った外国人学生のための学校があればとてもすばらしいことだと思います。そ

れは日本人と外国人の出会い、助け合う、ハブのようなものになるかもしれません。 

・来日以降、ずっと町田に住んでいるため、町田は第 2の故郷のような存在である。しかし、

寂しい。18年間町田に住んで以来、初めてアンケート用紙が届いたので、非常に嬉しい。

市役所はやっと外国人に関心を示し始めた。 
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Ⅳ 調査票 

１. 日本語票 
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２. 英語票 
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３. 中国語票 
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４. 韓国・朝鮮語票 
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Ⅴ 付録 

【2015年11月1日時点の町田市内の外国人登録者数】 
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